










（ 続紙 １ ）                             









































（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、再生可能エネルギーの大量導入に向けて、送電網のあり方が重要問題
であることを、経済分析の観点から実証的に明らかにした成果として評価すること
ができる。送電網のあり方が重要なのは、FITによって再エネ発電量を増加させるこ
とに成功したとしても、電力は送電網を使って送電しなければならないという単純
な事実によって、おのずと明らかである。往々にして新規参入者たる再エネ発電事
業者は、既存の電力会社が保有する送電網への系統接続を拒否されたり、高額な系
統増強費用の負担を要求されたりして、事業断念に追い込まれてきた。 
このため、発送電分離によって「送電網の中立化」を図ることが重要だとの指摘
が従来からなされてきた。ただ、発送電分離によって送電網の中立化が図られれ
ば、本当に再エネの大量導入が促されるか否かについては賛否両論があり、それこ
そまさに実証分析によって決着がつけられるべきテーマとなっていた。アメリカ、
ドイツ、欧州諸国を対象に、本研究は丹念にデータを集めてこの問題に取り組んだ
点に意義があるといえよう。 
本論文の主たる貢献は、以下の点にまとめることができる。 
 第1に、本論文は上述の学術的問いに正面から回答を与えることを試みた業績であ
り、アメリカ(第2章)とドイツ(第3章)を対象として、発送電分離が陸上風力発電の
増加と相関関係があるとの結論を引き出しえた点で、貴重な学術的貢献をなしてい
る。同時に、他の電源については明快な相関関係が見い出せず、したがって、発送
電分離は電源の特性ごとに異なる影響を持つことを実証的に明らかにした点も、併
せて重要な学術的貢献といえる。 
 第2は、第4章と第5章において、発送電分離と送電網投資の関係を明らかにした点
である。発送電分離が、よく指摘されるように、必ずしも送電網投資に対してネガ
ティブな影響を与えるわけではないことを実証的に明らかにする一方、EUを対象
に、変動性電源である再生可能エネルギーの大量導入と電力供給の安定性を両立さ
せるには、国際連系線(日本でいえば、電力会社間をつなぐ連系線)の増強投資を推
進することが重要な役割を果たすことを明らかにした点、学術的のみならず政策論
的にも重要な貢献といえる。 
 第3は、以上の分析を通じて本論文が総体として、(1)発送電分離という電力系統
の所有と経営のあり方、そして、(2)電力系統への投資のあり方が、再エネの大量導
入促進にとって重要な意味をもつことを明らかにし、これらの論点に対して学術
的・政策論的に新たな貢献を行った点である。 
審査においては、次のような指摘、質疑、そして確認が行われた。第1に、電力事
業における発電、送配電、小売の各事業を「統合」するのがよいのか、それとも
「分離」するのがよいのかは、産業組織上の効率性の問題であって、電源選択とは
関係ないのではないか、第2に、外部費用については、火力発電だけにあるように書
いてあるが、再生可能エネルギーの外部費用についても書かないと公平ではないの
ではないか、第3に、博論の各章で異なる分析手法を用いていることの妥当性の確
認、第4に、経過年別に影響を評価した第3章の分析と他章の分析の整合性について
の確認、以上の各論点であった。 
上述の課題にもかかわらず本論文が、再生可能エネルギーの大量導入と送電網の
関係について本格的な実証分析を行い、有意義な示唆を引き出したことを高く評価
すべきだという点で、審査委員は意見の一致をみた。よって、本論文は博士（経済
学）の学位論文として価値あるものと認める。また令和2年1月17日、論文内容とそ
れに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
